
城西国際大学

「
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
計
画
」

採
択
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立

岡
山
大
学
ら
12
機
関

「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
構
想
」

勉
強
会
を
発
起

J
I
C
A

華
東
理
工
大
学
と
交
流
協
定
締
結

日
本
社
会
事
業
大
学

共
同
声
明
届
か
ず
、一
旦
廃
止
へ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
」13
大
学

インドからみる
日本の高等教育

カクタス・コミュニケーションズ株式会社

P
I
S
A
2
0
0
9
調
査
結
果

O
E
C
D

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

共
同
声
明
を
発
表
し
た
13
大

学
は
同
事
業
の
拡
充
強
化
を

訴
え
た

カクタス・コミュニケーションズ株式会社
代表取締役　Founder ＆ CEO

アビシェック・ゴエル
（Abhishek Goel）氏
ムンバイ大学在学中に国際 NPO 法人ア
イセックのムンバイ代表を務める。語学
サポートを目的とした同社を2002 年イ
ンドで立ち上げ、2007年日本法人設立。

意
向
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
針
谷

副
学
長
（
左
）
と
呉
副
校
長

具体的なアクションを議論し合う有志は
75 人（第一回）から200 人へ（第二回）

調印書を交わした松林
学部長（右）とグレテベ
ック副学部長

北
京
大
内
に
マ
ン
ガ
閲
覧
室

明
治
大
学

レ
イ
ク
ラ
ン
ド
大
学
と

連
携
協
定
締
結

多
摩
大
学

日本版

India 　

経
済
発
展
が
め
ざ
ま
し
く
、

2
0
2
5
年
ま
で
実
質
G
D
P
6

〜
9
％
の
年
率
成
長
が
予
測
さ
れ
る

イ
ン
ド
。
そ
ん
な
イ
ン
ド
の
高
等
教

育
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き

に
つ
い
て
、
日
本
の
大
学
の
国
際
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
、
カ
ク
タ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会

社
・
代
表
取
締
役　

ア
ビ
シ
ェ
ッ
ク
・

ゴ
エ
ル
氏
に
伺
っ
た
。

　
11
月
23
日
、
針
谷
敏
夫
明
治
大

学
副
学
長
と
呉
志
攀
北
京
大
学
常

務
副
校
長
が
、
北
京
大
学
博
雅
国

際
会
議
セ
ン
タ
ー
で
、「
明
治
大

学
マ
ン
ガ
図
書
館
北
京
大
学
閲
覧

室
設
立
に
関
す
る
意
向
書
」
の
調

印
を
取
り
交
わ
し
た
。

　
こ
れ
は
、明
治
大
学（
東
京
都
）

が
マ
ン
ガ
図
書
資
料
を
北
京
大
学

（
中
国
・
北
京
市
）
に
提
供
し
、

北
京
大
学
が
閲
覧
室
の
提
供
と
日

常
運
営
を
行
う
こ
と
に
合
意
し
た

と
い
う
も
の
。
具
体
的
な
協
議
も

　
11
月
4
日
、
日
本
社
会
事
業
大

学
（
東
京
都
清
瀬
市
）
は
、
中
国

の
華
東
理
工
大
学
社
会
与
公
共
管

理
学
院
（
上
海
市
）
と
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。
本
協
定
に
よ
り
、

共
同
研
究
や
教
員
・
学
生
の
交
換

留
学
、
研
究
資
料
・
デ
ー
タ
の
収

集
・
交
換
等
、
多
岐
に
わ
た
る
交

流
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
協
定
は
、
両
大
学
の
教
育
・

研
究
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
両

国
の
文
化
的
交
流
及
び
協
力
体
制

の
一
環
と
さ
れ
て
い
る
。
華
東
理

工
大
学
は
中
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
実
践
研
究
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
本
協
定

が
社
会
福
祉
分
野
で
の
両
国
の
絆

を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
交
流
協
定
書
の
調
印
は
、
ア
ジ

ア
13
カ
国
か
ら
多
数
の
研
究
者
・

実
践
家
が
参
加
し
た
「
日
本
社
会

事
業
大
学
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー
ク
」
の

中
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
特
に
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
連
盟
）
と

の
共
催
で
行
わ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」

に
つ
い
て
、
政
治
・
経
済
等
の
国

情
を
超
え
た
新
た
な
定
義
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
、
ア
ジ
ア
型
の
定

義
の
必
要
性
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
が
共
有
さ
れ
た
。

　
華
東
理
工
大
学
の
徐
永
祥
教
授

は
「
調
和
の
重
要
性
」「
研
究
者

側
か
ら
の
発
信
の
重
要
性
」
を
中

心
に
ス
ピ
ー
チ
し
、
両
大
学
で
の

ア
ジ
ア
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
開
発
・
確

立
を
約
束
し
た
。

　
両
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
社

会
福
祉
・
社
会
保
障
に
関
す
る
研

究
交
流
実
績
が
あ
り
、
現
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
教
育
で
の
共

同
研
究
も
進
行
中
だ
。

今
後
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
同
日
、
北
京
大
学
内
で

は
、
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
の

出
張
講
座
「
日
本
マ
ン
ガ
・
ア
ニ

メ
文
化
先
端
講
座
」（
第
2
回
）

も
実
施
さ
れ
、『
機
動
戦
士
ガ
ン

ダ
ム
』
な
ど
を
手
が
け
た
富
野
由

悠
季
監
督
の
講
演
は
、
立
ち
見
を

含
む
6
0
0
人
以
上
の
学
生
た

ち
で
沸
き
返
っ
た
。

　「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
称

さ
れ
る
日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

文
化
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
同

講
座
は
引
き
続
き
回
を
重
ね
る
予

定
。
意
向
書
の
調
印
で
さ
ら
に
関

係
が
強
固
に
な
っ
た
両
大
学
間

で
、
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

通
じ
、
学
術
・
文
化
交
流
の
一
層

の
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
B
E
A
M
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

高
等
教
育
の
研
究
と
管
理
分
野

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
圏
工

業
国
に
学
術
と
人
材
育
成
の
交
流

を
目
的
に
計
画
さ
れ
、
応
募
の
中

　
日
韓
欧
12
機
関
が
共
同
で
提
案

し
た
、「
B
E
A
M
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
「
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド

ゥ

ス

計

画
2
0
0
9
-

2
0
1
3
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
12
月
1
日
に
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
設
立
さ
れ
た
。
日
本
か

ら
の
参
加
は
、
岡
山
大
学
、
東
京

工
業
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
早

稲
田
大
学
の
4
大
学
。

　
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ム
ン
ド
ゥ
ス
計

画
は
、
欧
州
の
大
学
を
世
界
に
開

き
、
高
等
教
育
機
関
の
連
携
・
交

流
を
促
す
も
の
。
欧
州
内
で
学
生

が
知
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
、

1
9
8
7
年
に
始
ま
っ
た
エ
ラ

ス
ム
ス
計
画
の
世
界
版
だ
。

　
11
月
18
日
、行
政
刷
新
会
議「
事

業
仕
分
け
」
に
お
い
て
、

2
0
0
9
年
に
開
始
さ
れ
た
文

部
科
学
省
の
国
際
化
拠
点
整
備
事

業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）
は
「
一
旦

廃
止
し
、
組
み
立
て
直
す
」
と
の

評
価
を
受
け
た
。

　
同
事
業
が
2
年
連
続
で
事
業
仕

分
け
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
反

発
し
た
被
採
択
13
大
学
が
同
月
16

日
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
の
強
化

を
要
望
す
る
」
と
し
て
共
同
声
明

を
発
表
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
30
で
弾
み
の
つ
い
た
日
本
の

大
学
の
国
際
化
が
停
滞
す
る
だ
け

で
な
く
、
長
期
的
に
見
て
国
際
社

会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
に
決
定

的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
」
と
し

て
、
同
13
大
学
は
、
必
要
な
予
算

措
置
へ
の
要
望
を
同
月
25
日
に
再

度
行
っ
た
。

　
同
事
業
は
、
英
語
に
よ
る
授
業

等
の
実
施
体
制
の
構
築
や
留
学
生

受
け
入
れ
体
制
整
備
な
ど
、
大
学

の
国
際
化
拠
点
と
し
て
の
形
成
支

援
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
、
世
界
か
ら
の
優
秀
な
人
材

の
獲
得
は
、
他
国
に
立
ち
遅
れ
た

日
本
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
被
採
択
13
大
学
が

推
し
進
め
る
、
英
語
で
学
位
を
取

れ
る
コ
ー
ス
の
設
置
等
を
す
で
に

自
助
努
力
で
成
し
遂
げ
て
い
る
大

学
も
存
在
す
る
。
同
事
業
を
「
組

み
立
て
直
す
」
際
の
、
真
の
国
際

化
を
見
据
え
た
、
よ
り
効
果
的
な

采
配
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
唯
一
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
計

画
で
、
初
め
て
日
本
の
大
学
と

E
U
の
教
育
機
関
が
対
等
に
連

携
し
た
相
互
交
流
が
開
始
さ
れ

る
。

　
今
後
は
、
1
月
下
旬
ま
で
に
各

教
育
機
関
で
派
遣
を
希
望
す
る
博

士
課
程
の
学
生
、
ポ
ス
ド
ク
研
究

者
、
教
員
の
公
募
が
行
わ
れ
、
3

月
に
派
遣
者
の
決
定
、
同
年
10
月

か
ら
2
0
1
4
年
7
月
ま
で
派

遣
交
流
が
進
む
予
定
だ
。

ー
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
と
高
等
教
育

は
ど
の
よ
う
に
連
動
し
て
い
ま
す
か
。

　
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
は
、
多
く
の
富

裕
層
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と

も
注
目
す
べ
き
は
そ
の
人
口
で
す
。
現

在
世
界
第
2
位
の
約
12
億
人
の
人
口
を

イ
ン
ド
が
占
め
、
そ
の
可
処
分
所
得
の

中
間
層
数
は
、
ア
メ
リ
カ
の
総
人
口
と

ほ
ぼ
等
し
い
の
で
す
。

　
購
買
力
を
持
つ
一
大
市
場
で
す
が
、

急
速
な
経
済
発
展
に
イ

ン
ド
の
伝
統
的
な
高
等

教
育
機
関
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
の
が
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

高
等
教
育
を
求
め
る
イ

ン
ド
の
学
生
た
ち
の
教

育
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
や

外
国
系
大
学
が
担
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
に
余

裕
の
あ
る
学
生
は
、
海
外

留
学
の
道
を
選
択
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ー
イ
ン
ド
の
学
生
の

留
学
の
様
子
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
25
万
人
以
上
の
学
生

が
2
0
0
9
年
に
海
外
へ
留
学
し
ま

し
た
が
、
そ
の
多
く
は
ア

メ
リ
カ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
が
続
き

ま
す
。

　
日
本
は
、
高
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
製
造
技
術
を
有

す
る
先
進
国
と
し
て
、
イ

ン
ド
で
も
好
印
象
を
与
え

て
い
ま
す
が
、
認
知
度
は

低
く
、
世
界
で
2
番
目
に

英
語
を
話
す
人
口
を
抱
え

る
イ
ン
ド
で
は
、
留
学
先

を
選
択
す
る
際
に
、
日
本

語
と
い
う
言
葉
の
問
題
が

横
た
わ
る
の
で
す
。

ー
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ

の

留

学

生

数

は

2
0
0
9
年
段
階
で

5
4
3
人
で
す
。

　
日
本
の
大
学
も
、
そ
の

価
値
を
英
語
で
世
界
に
発

信
す
れ
ば
、
海
外
か
ら
よ

り
多
く
の
優
秀
な
留
学
生

を
集
め
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
海
外
か
ら
の
留
学
生

が
日
本
の
文
化
や
技
術
を

学
び
、
世
界
に
羽
ば
た
く

こ
と
は
、
大
学
や
日
本
の

産
業
界
に
も
大
き
な
財
産
と
な
る
で
し

ょ
う
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実

は
イ
ン
ド
で
は
6
千
人
以
上
が
日
本
語

を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
実
を
見
ま

す
と
、
今
よ
り
も
多
く
イ
ン
ド
か
ら
日

本
に
留
学
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

ー
具
体
的
な
方
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
日
本
の
大
学
の
90
％
以
上
の
講
義
は

日
本
語
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

近
年
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴

っ
て
英
語
で
学
べ
る
コ
ー
ス
も
増
え
た

印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
コ
ー
ス

を
留
学
生
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と

し
て
提
供
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
留
学
生
へ
の
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
そ
し
て
日
本
人
学
生
へ
の
英
語
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
で
、
外
国
人
留
学
生

が
日
本
へ
滞
在
し
や
す
く
、
か
つ
日
本

の
大
学
も
国
際
化
へ
移
行
し
や
す
い
環

境
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
日
本
の
大
学
が
世
界
標
準
の
教
育
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
へ
積
極
的

に
告
知
す
べ
き
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
学
内
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
英
語
の
ク

ォ
リ
テ
ィ
ー
を
上
げ
る
こ
と
で
、
大
学

や
研
究
機
関
が
国
際
化
を
よ
り
進
め
て

い
け
ば
、
優
秀
な
人
材
が
日
本
に
集
ま

り
、
世
界
へ
の
貢
献
も
さ
ら
に
果
た
せ

る
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指

し
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）
は
青
年
海
外
協
力
隊
を

活
用
し
た
「
日
本
版
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ

ー
」
制
度
の
研
究
に
着
手
し
た
。

　「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
」
と
は
、
大
学

入
学
前
後
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

職
業
体
験
等
を
通
じ
て
社
会
的
な
見
識

を
広
げ
る
た
め
に
、
1
年
程
度
の
猶
予

期
間
を
得
る
制
度
だ
。
イ
ギ
リ
ス
を
発

祥
に
欧
米
諸
国
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
を
参
考
に
、
青
年
海
外
協

力
隊
な
ど
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
た
学

生
を
、
企
業
が
積
極
的
に
活
用
で
き
る

社
会
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
、

J
I
C
A
の
目
指
す
「
日
本
版
ギ
ャ

ッ
プ
イ
ヤ
ー
構
想
」
だ
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
11
月
12
日
を
第
一

回
、
12
月
20
日
を
第
二
回
と
し
た
、
企

業
、
大
学
、
N
G
O
関
係
者
を
中
心

と
し
た
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

発
起
人
は
J
I
C
A
・
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
次
長
の
青
晴
海
氏
、
教
育

N
P
O
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
オ

ー
ル
」
代
表
の
松
田
悠
介
氏
、
野
村
総

合
研
究
所
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小

林
慎
和
氏
の
3
人
。

　
司
会
を
務
め
る
小
林
氏
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
で
通
用
す
る
若
者
を
1
0
0
万

人
生
み
出
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
後
の
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
伝
播
し
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
た
。

　「
必
須
な
の
は
若
者
の
心
の
変
革

だ
」「
大
学
3
年
の
秋
か
ら
ほ
ぼ
1
年

を
費
や
す
就
職
活
動
の
見
直
し
が
必

要
」「
教
育
機
関
が
義
務
と
し
て
ど
こ

ま
で
取
り
組
め
る
の
か
」。
草
の
根
か

ら
官
民
連
携
の
大
き
な
課
題
ま
で
飛
び

交
う
議
論
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　
こ
の
勉
強
会
は
2
0
1
1
年
1
月

の
第
三
回
で
終
了
し
、
2
月
に
は
レ
ポ

ー
ト
形
式
で
取
り
ま
と
め
、
経
済
産
業

省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ
提
出

の
予
定
だ
と
い
う
。

　
12
月
1
日
、
多
摩
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
学
部
（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

が
、
日
本
で
20
年
の
歴
史
を
持
ち
、
文
部
科
学

省
か
ら
「
外
国
大
学
日
本
校
」
と
指
定
を
受
け

て
い
る
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
大
学
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｌ
Ｃ
Ｊ
、
東
京
都
新
宿
区
）
と
連
携

協
定
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

日
米
双
方
の
学
校
間
で
学
生
の
交
換
や
教
授
の

共
同
研
究
、
編
入
学
な
ど
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｓ
の
松
林
正
一
郎
学
部
長
は
、「
Ｌ
Ｃ

Ｊ
と
の
連
携
に
よ
り
、
国
際
化
が
促
進
す
る
。

学
生
も
異
文
化
間
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
」と
語
っ
た
。
ま
た
Ｌ
Ｃ
Ｊ
の
ロ
ウ
ェ
ル
・

グ
レ
テ
ベ
ッ
ク
副
学
部
長
は
、「
こ
の
協
定
は

国
際
化
す
る
日
本
の
教
育
界
に
と
っ
て
、
新
し

い
モ
デ
ル
と
な
る
」
と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
2
0
1
1
年
か
ら
両
大
学
の
学
生
は
互
い

の
講
義
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
交
換

す
る
人
数
や
単
位
の
調
整
な
ど
を
し
て
い
く
。
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野村総合研究所・上級
コンサルタント兼ビジ
ネスブレークスルー大
学准教授・小林慎和氏

■グローバル30被採択13大学

■参加機関
 【EU圏：6校】 
・ エコール・サントラル・パリ（フランス）
（幹事校）

・ エコール・サントラル・ナント（フランス）
・ インペリアル・カレッジ（イギリス）
・ ミュンヘン工科大学（ドイツ）
・ ブリュッセル自由大学（ベルギー）
・ マドリード工芸大学（スペイン）

【アジア圏：6校】 
・ 岡山大学（日本）
・ 東京工業大学（日本）
・ 慶應義塾大学（日本）
・ 早稲田大学（日本）
・ 漢陽大学校（韓国）
・ 韓国科学技術院（KAIST）（韓国）

順不同

〈国立7大学〉
・ 東北大学
・ 筑波大学
・ 東京大学
・ 名古屋大学
・ 京都大学
・ 大阪大学
・ 九州大学

〈私立6大学〉
・ 慶應義塾大学
・ 上智大学
・ 明治大学
・ 早稲田大学
・ 同志社大学
・ 立命館大学

順不同

平成23年（2011年） 1 月 1 日　土曜日（第3種郵便物認可） 6国 際第73号


